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―― 安心の提供と震災からの早期復興のために ――
いわき地域復興センターは、 「いわき明星大学と東日本国際大学」 が連携して、 いわき地域に対する震災復興活動を行う

拠点として設立されました。 「福島県いわき地域の大学連携による震災復興プロジェクト」 をテーマとして、 両大学が持つい

わき地域の魅力の再生に直結する専門性を提供することで、 震災からの早期復興を目指します。

Ⅰ 放射線・放射能測定及び軽減に関する研究事業　    Ⅱ  震災記録の保存事業　
Ⅲ 被災地の情報発信による観光まちづくり事業　       Ⅳ  被災障がい者自立支援促進事業

【事業の４つの柱】

分類別 食品放射能検査結果( 野菜・果物編 )特 

集
平成
27 年度 

いわき地域復興センターでは、平成 24 年 4月の開所より継続していわき市による自家消費作物等の放射能検査を実施して
おります。今回は作物の種類による放射性セシウムの検出傾向を探るため、これまでと同様の形式で野菜と果物について食
する部位により 6つに分類し、検査結果を集計しました。品目については春～夏に食卓へ出される頻度の高いものをピック
アップして掲載しております。尚、集計には4月1日～8月31日に測定されたいわき市全体の検査結果を使用しております。

平成24年度、25年度、26年度の分類別結果は、News Letter vol.5 ・vol.17・vol.29にそれぞれ掲載しています。 （当センターにて配布・HPご参照）

総検体数 …検出された放射性セシウムの平均値（Bq/kg）Cs 検出数（Cs…ここでは放射性セシウムを意味する。なお、50Bq/kg 未満は不検出とする）赤数値

葉菜類

検
体
数(

件)

キャベツ
ホウレン

ソウ
ニ ラ コマツナ ネ ギ レタス シ ソ セ リ

総検体数 27 24 20 18 12 11 11 10
Cs検出数 0 0 0 0 0 0 1 0
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葉っぱの部分
を食べる野菜

タケノコ ウ ド ハチク アスパラ
ガス

総検体数 374 47 42 4
Cs検出数 90 0 1 0
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茎の部分を
食べる野菜

検
体
数(

件)

根菜類

ジャガイモ タマネギ ダイコン ニンジン ニンニク カ ブ ハタマネギ
総検体数 177 99 35 14 14 7 4
Cs検出数 0 0 0 0 0 0 0
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根っこや地下茎の
部分を食べる野菜

インゲン
マメ

スナップ
エンドウ エダマメ ソラマメ

サヤ
エンドウ

総検体数 49 9 9 8 7
Cs検出数 0 0 0 0 0
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豆類

検
体
数(

件)

キュウリ ナス カボチャ トマト ミョウガ ミニトマト
総検体数 142 91 57 36 34 26
Cs検出数 0 0 1 0 2 0

0
20
40
60
80

100
120
140
160

果菜類

果実や種の部分
を食べる野菜

検
体
数(

件)

果物

ウ メ ブルー
ベリー

ビ ワ キンカン ナツミカン プルーン

総検体数 254 41 34 20 7 6
Cs検出数 0 0 2 0 0 0
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● 過去の情報やセンターの詳しい活動内容は HP をご覧ください。 ●

■ 第 38 回ミニ相談会　開催報告 ■

■ 「第 4回いわき地域復興センターフォーラム」開催案内 ■

＜開催案内ポスター＞

当センターでは、平成 24 年度より毎年 1回「いわき地域復興センターフォーラ
ム」を開催してまいりました。このたび、10 月 31 日（土）に第 4回フォーラ
ムを開催することとなりましたのでご案内いたします。今回は、当センターの
これまでの活動報告及び振り返りを行うとともに、被災地に立地する大学とし
て地域の復興のために何ができるのかを考える内容となっております。4事業の
成果展示も行う予定です。多くの方のご来場をお待ちしております。

【第４回いわき地域復興センター フォーラム】

日時：平成 2７年 10 月３１日（土）12:00 ～ 16:30

場所：いわき明星大学 AV 大講義室、2-102 教室

内容： 開会の辞　　　　　　　　13:00 ～ 13:05

　　　4 事業成果報告　　　　　13:05 ～ 14:15

　　　　休憩　　　　　　　　　14:15 ～ 14:30

　　　パネルディスカッション   14:30 ～ 15:50

　　　閉会の辞　　　　　　　　15:50 ～ 15:55

■ テーマ ■

福島県浜通り地域の

復興における大学の

役割とは

日    時：10 月 20 日（火）10：30 ～     場    所：いわき地域復興センター
テーマ：「障がい者就労支援施設の被災状況と自立支援について
　　　　  　　   ～ 学生による施設の取材と授産製品の放射能検査から考える ～」
講    師：東日本国際大学　福祉環境学部　准教授 坂田 勝彦 氏

次回ミニ相談会のご案内（第 39 回）

9 月 30 日（水）、第 38 回ミニ相談会としていわき市立小名浜学校給食共同調理場の見学会を開催しました。今回は、
小中学校への給食の提供がどのように行われているのか市民の方に知っていただくことを目的として実施しまし
た。給食を作っている現場の見学を行うとともに、所長さんによる施設及び給食の概要についてのお話、栄養士さ
んによる給食提供の留意点に関するお話、教育委員会の方による放射能検査状況についてのお話などをお聞かせい
ただきました。最後に、同調理場で作られた中学校用献立の学校給食の試食を、参加者全員で行いました。

当センター 4 事業における
これまでの活動・成果展示
も実施します！
　時間　12:00 ～ 16:30
　場所　2-102 教室

■ 震災アーカイブ写真展「なこその記録と記憶」開催中！ ■

＜調理場のようす＞　　　　　＜栄養士さんによる説明＞

＜放射能検査に関する説明＞　　　　＜給食試食のようす＞

いわき明星大学震災アーカイブ室では、いわき市勿来地区における地域の震災記録を地域の歴史として後世に
残すため、勿来各所を巡ってアーカイブ写真展を開催しています。10 月 29 日（木）までは、いわき市勿来関
文学歴史館にて展示中です。10 月 5 日（月）には、
研修でいわきにいらした「東村山市老人クラブ連
合会」約 70 名の方々がお立ち寄りくださり、アー
カイブ写真展を見学していかれました。写真展は、
11 月末まで行っておりますので、ぜひ一度ご覧
ください。 ＜勿来関文学歴史館展示のようす＞　     ＜見学者対応のようす＞


